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1. はじめに 

 前報(その９)では，混和剤を考慮したフライアッシュ

(以下，FAという)の活性度の改善効果に関する検討につ

いて報告した。本報(その10)では，混和剤とCaSO4(2H2O)

を考慮したFAの活性度の改善効果に関する検討について

報告する。 

 

2．混和剤とCaSO4(2H2O)がモルタルの圧縮強さ特性に及ぼ

す影響 

2.1 実験要因 

表-1に，実験要因を示す。添加剤としたCaSO4(2H2O)は，

微粉砕したFA(以下，F7という)の外割で添加した。また，

Ca(OH)2は0.10％を外割で，NaOHは0.1mol/Lの濃度として

練混ぜ水に溶解して添加した。なお，前報(その９)でFA

の活性度の改善効果に悪影響を及ぼす可能性があるとし

たCa(OH)2を添加剤の一つとしたのは，混和剤による圧縮

強さの増大効果を文献1)で得られた実験結果と比較検討

するためである。 

2.2 モルタルの使用材料および調合 

表-2にモルタルの使用材料を，表-3にモルタルの調合

を示す。単位混和剤量は全粉体量の1％とし，単位水量は

フロー値が190±20となるよう予備実験で決定した。 

2.3 実験方法 

 実験方法は，JIS A 6201 付属書2「フライアッシュの

モルタルによるフロー値比および活性度指数の試験方

法」に準じ，F7の活性度の改善効果は，材齢28日圧縮強

さとプレーンモルタル供試体，および添加材の添加はな

くF7のみを混入した供試体(以下，供試体F7という)の圧

縮強さを基準とした圧縮強さの増加率で評価した。なお，

供試体の養生水には，すでに他の供試体よりCa(OH)2など

が溶出している養生水を，試験材齢まで交換することな

く使用した。 

2.4 実験結果および考察 

(1) F7の置換率が25％の条件 

図-1に，混和剤とCaSO4(2H2O)がモルタルの圧縮強さ特

性に及ぼす影響-F7の置換率25％-について示す。図から

分かるように，混和剤を使用したモルタルの圧縮強さは，

いずれもプレーンモルタルの圧縮強さを上回っており，

粉体粒子の分散作用による圧縮強さの増大効果がみられ

る。その圧縮強さの改善効果は，図-2に示したように

CaSO4(2H2O)の添加量によって変動はみられるものの，

025F7-NH-Cと比較するといずれも活性度の改善効果が大

きくなる傾向にある。したがって，混和剤を使用した場

合には，CaSO4(2H2O)を添加すると，F7の活性度がより改

善されると考えられる。図-3に，CaSO4(2H2O)による活性

度の改善効果-F7の置換率25％-を示す。図から分かるよ

うに，プレーンモルタルでは，Ca(OH)2による影響もある

がF7の活性度の改善効果はまったくみられず，文献1)と

同様の傾向を示している。一方，混和剤を使用したモル
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表-2 モルタルの使用材料 

因子 水準

F7の置換率(％) 25，50

混和剤 混入あり，混入なし

CaSO4(2H2O)の添加量

(F7×％)
0，5，10，15，20

表-1 実験要因

W
3) C F7 CS S AD

1 3.37 230 344 115 1547 4.6

2 3.00 246 369 119 1475 -

3 3.31 230 343 116 1539 4.7

4 3.20 235 350 119 1520 -

5 3.23 231 343 118 1528 4.7

6 3.12 236 350 121 1507 -

7 3.15 232 343 120 1515 4.8

8 3.04 237 350 123 1493 -

9 3.07 233 343 123 1507 4.9

10 2.97 238 350 125 1485 -

11 50.0 3.80 211 211 211 - 1604 4.2

12 3.30 230 230 230 1518 -

13 48.8 3.65 213 207 218 11 1591 4.4

14 3.20 230 224 236 12 1510 -

15 47.6 3.50 213 202 224 22 1568 4.5

16 3.05 231 219 243 24 1482 -

17 46.3 3.45 210 193 227 34 1566 4.5

18 2.90 233 214 252 38 1462 -

19 44.9 3.40 207 184 230 46 1564 4.6

20 2.75 234 209 261 52 1436 -
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表-3 モルタルの調合
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タルは，いずれもCaSO4(2H2O)による活性度の改善効果が

みられ，とくに025F7-NH-C-15CSの圧縮強さの増加率は大

きく，供試体F7と比較して活性度が10％程度改善されて

いる。 

このように，F7の置換率が25％の条件では，混和剤を

使用すると，CaSO4(2H2O)による良好な活性度の改善効果

が得られる。 

(2) F7の置換率が50％の条件 

図-4に，混和剤とCaSO4(2H2O)がモルタルの圧縮強さ特

性に及ぼす影響-F7の置換率50％-について示す。図から

分かるように，混和剤を使用したモルタルの圧縮強さは，

いずれもプレーンモルタルの圧縮強さを上回っており，

F7の置換率が25％の条件と同様に粉体粒子の分散作用に

よる圧縮強さの増大効果がみられる。その圧縮強さの改

善効果は，図-5に示したようにCaSO4(2H2O)の添加量によ

って変動はみられるものの，いずれも活性度の改善効果

は大きく，F7の置換率が25％の条件より圧縮強さの増加

率は大きくなる傾向にある。しかし，図-6から分かるよ

うに，CaSO4(2H2O)によるF7の活性度の改善効果はほとん

どみられない。これは，文献1)を再現する傾向を示した

プレーンモルタルでも同様である。本実験では，W/Pは一

律50％としているが，CaSO4(2H2O)の添加量が増加すると

W/Cが大きくなる調合設計条件となっている。したがって，

CaSO4(2H2O)による活性度の改善効果には，Ca(OH)2のほか，

とくにW/Cによる影響が起因していると考えられる。 

 

3．まとめ 

本実験結果から，以下の知見を得た。 

1)F7の置換率25％の条件では，混和剤を使用すると

CaSO4(2H2O)による良好な活性度の改善効果が得られ

る。 

2)F7の置換率50％の条件では，混和剤を使用すると良

好な活性度の改善効果は得られるが，CaSO4(2H2O)に

よる活性度の改善効果を得るには調合設計条件を再

考する必要がある。 

今後は，混和剤を考慮したFAの活性度の改善手法につ

いて，より詳細に検討していきたいと考えている。 
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図-1 混和剤とCaSO4(2H2O)がモル

   タルの圧縮強さ特性に及ぼ 

す影響-F7の置換率25％- 

図-4 混和剤とCaSO4(2H2O)がモル

   タルの圧縮強さ特性に及ぼ 

す影響-F7の置換率50％- 
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図-2 混和剤による活性度の改

善効果-F7の置換率25％-
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図-5 混和剤による活性度の改

善効果-F7の置換率50％-
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図-3 CaSO4(2H2O)による活性度の

   改善効果-F7の置換率25％-
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図-6 CaSO4(2H2O)による活性度の

   改善効果-F7の置換率50％-
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